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平成31年度 村立。認可保育所(園 )入所申込のご案内

平成31年 4月 1日入所の新入園児申込を下記の日程で行います。 ゴ1

■申込用紙配布について■

配布開始日 配布場所

平成 30年 10月 1ア 日 (水)から 読谷村役場 1階 こども未来課前会議室

■申込受付について■

受 付 期 間 平成 30年 11月 1日 (木)～ 11月 16日 (金)※土日を除く

ただし、11月 10日 (上)・ 11日 (日 )は、9:00～ 11:00に

同受付場所において受付を行います。

0 00
受 付i 時 間  9:00～ 11 100 /  13: 15～ 1ア :00

受 付 場 所 読谷村役場  1階 こども未来課前会議室
0

■注 意 事 項■

・受付期間を過ぎると、原貝J4月 1日入所の審査対象になりません。

・提出書類に不備がある場合は受付できません。

・勤務証明書や民生委員等の証明に時間がかかる場合がありますので、余裕をもつ

て証明書等の交付を受けて下さい。

・保育所へ入所できる人数には限りがあります。入所できない場合もありますので、

あらかしめご了承ください。

・現在入所している児童、申し込みの手続きをしていて

ｒ

れ
お

入所できなかつた児童 (待機)も再申請が必要です。

0
ゝ 0

お間い合わせ :読谷村役場  lI=白
し こども未来課 奮982-9240
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遜越想嬢顧籟魔嬢鈎蔵綴度が纏囲鑢縄鮨 篭鰯鞠籟鋳瀬睡鍵機鰺譲該患

県では、平成30年 10月 から小学校入学前までのこどもの医療資(保険診療に限る)の無料化を図ります。
医療機関窓口で現物給付の受給者証を提示することにより、原則医療費を支払うことなく医療サービスを受けることができるようになります。
※市町村により、実施簿購、対象年齢などが異なる場合があります。
※現物綸付に対応していない医療機関がある場合は、これまでどおりの方法により助成を受tすることになります。

給付方法 一部自己負担金 対象児童

まで
入院

韓　帥肘　騨兼

自動償還

窓口支払後
後日振込み

3歳以上1医療機関
につき1,000円 /月

小学校
入学前まで

l建康診断や静防接種など

保険適用外の費用 (健診、
予防接種、診断書料、薬の
容器代、おむつ代など)は

な し
中学卒業

―超央見穣の病床数を萄する病院に
お|する初診将や特別な病室の奉u罵

にかかる費用など

入院時の禽事療養費

病気やケガで入院したと
きにかかる食事療養費
は、従来通りの自己負担
になります。

※食事療養費は各自治体によっては対象となる場合
がありま現

対象外で魂

∪ ゅ

あ間い合わせ :読谷村役場 1階 こども未来課 金982-9240

一部自己負担金

通院

小学校入学前まで現物給付、
収降中学卒業までは自動使還

給付方法

現物絵付

な し

題

暮

園 閣 園

田 題 園

一韓

韓とlよ? 現M総付

国観 翻藤霞 爾境
現金の総付ではなく、
直接サービスや物を
提供することです。

転出後は受給著証を返納
お住まいの住所と受給資格着証の住所が違
う場合は、受給資格者
証は使えません。
使えた場合でも、後日、
転出元の市町村から医
療費の返還が求められ
ることになります。

餓

入院には限度額適用認定証が必要

高額な医療資が見込まれる八院時には、高額
療養費限度額認定証の手続きも忘れずにお
願いします。(確認できない場合は、従来どお
り医療機関窓口での支払い後、後日助成され
ることになります。)

※認定証の発行は保険証の発行機関にと相談くだ
さい。

その他の公費医療制度も活用しましょう。
未熱児の養育医療や

小児慢性特定疾病医
療資助成など、国の

公費医療制度が活用
できます。詳しくは各
市町村窓口でご確認
ください。

学校、保育園等でけがをした場合、こども医療費助成制度ではなく、独立行政法人日本スポーツ振興
センターの災害共済綸付制度が優先され、保護者に対して給付金(災害共済綸付)が支払われま現
手続きについては学校、保育園等にお問い合わせください。

学校、保育園等でけがをした場合

その他

篤露露圃議谷鰯絲簡鰺つ協d
鋳攀懇窃翰鍵紳鰺絢轄繊維がゅ雹幾

11月 10日 (土)13時～168寺 30ノ刀ヽ、

村立3保育所と認可保育園 4園によります読谷村保育まつりが開催されます。

みんなで遊ぼうコーサーやお話コーナー、食育コーサーなど親子で楽しめる遊びや体験コーサーを

たくさんご用意しています。多くの村民の皆様のご来場をお待ちしております。

お問い合わせ :読谷村保育所 a958-3024

′iヽ

読谷村文化センターにて、
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曳由傷
村内畜産業の発展を 第46

li■fi■華葬嚢 茸鋒護‐ ||==I

読谷村畜産まつり

9月 11日、村内の畜産農家が一堂に会し、家畜の改良と

畜産経営の発展 |こ寄与し、畜産農家同士での技術の交換と

親陸を深め、村内の畜産振興を図ることを目的に第46回読

谷村畜産まつりが開催されました。

まつりで」i、 出品された牛の発育度やl本高などの項目で

審査員 |えよる厳下な審杏が行わ和.ま tノ疲n読谷中学校北側
の特設会場 |とは、村内の畜産関係者の他、一般の来場者や

村内保育園の園児も訪れ、多<の人で賑わいました。

. riナr ir
一

=季
i=|

疹攀誓鐘が期譲 患鰯籐警越窃幾盈警プ始ジ腸

語夢ザ紗―め霧験袋譲期が埼盛難盛爾 罐②麗藉感

8月 19日、創作子どもミユープカル「タルーの冒険～泰期なら646回目の夏～」が鳳ホールで開催されました。

平成12年度から始まり、今年で12回 目の公演を迎えた今回の創作子どもミュープカルは、村内の18名の小中

学生が出演し、これまで重ねてきた練習の成果を披露しました。

来場者は、出演者の表情豊かな演技や歌に大きな拍手を送りました。

■ il■
=:■
■■

高齢者の安心のために 電気保安点検ボランテイア活動
8月 14日、比謝川電気工事業協同組合による、独

り暮らしの高齢者宅等の電気保安点検ボランテイア

活動が行われました。

毎年旧盆前に実施されているこの取組みも今年で

40回目を迎え、同組合のほつ、社会福祉協議会、民

生委員児童委員、役場福祉課が連携し、電気機器の

点検、清掃、修繕などを行いました。

今年度からは、同組合青年部を中心とした取組み

となり、訪間先の高齢者や、地域の民生委員の方な

どから感謝の言葉が贈られました。
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第71回読谷村陸上競技大会

9月 2日、読谷村陸上競技場にて第71回読谷村陸上競技大会が開催されました。
¬6の体l′力が、好成績を目指し、日頃の練習の成果を発揮し、 4つの大会新記録
が誕生しました。今年度の夏季体育大会、陸上競技大会を合わせた総合優勝は喜

名体協でした。

【大会新記録】

◎一般女子100メートルハードル

大効 明穂 (高志保)¬ 7秒 1
◎一般女子800メ ートル

辻 ダ姫江 (波平)2分35秒 9
◎30代男子100メートル

矢野 昌幸 (儀間)10秒 7
◎一般女子走高跳

力B藤 唯 (座喜味)1メートル58

る中千露 ワT琳 ♂ 盗ぞ冽ド    腱 摩

ポ !fビ7こ烹ラジfしから研修生がやってと書した。

読谷村では、南米やハワイ及びその他の国々へ穆住した読谷村出身者の 2世や 3世等に対して、日本語
や沖縄の文化を中心 |こ技術等の習得及び村民との交流を通して社会の発展に寄与する人材の育成を目的 |こ

研修事業を行っています。

今年度はブラブルとボリビアから研修生を受入れてあり、 9月 1日より研修が始まりました。これから
lη月までの 3カ月間、日本語の勉強や三線等の瀬縄の使化体験、読谷まつり等の伝統行事への参加、企業
研修等を行ってまいります。

く
亀

一
Ｄ

肝

ボリビア
コロニアオキナワ

出身

日系 2世

祖父が瀬名波出身

(~与真左イ貝1)

儀間 愛美 レベカ
さん

(写真右恨」)

新城 えみ
さん

ブラブル

サンパウロ

出身

日系 2世

父が瀬名波出身
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８
月

２６
日
つ
ら
２８
日
の
間
、
関
西

匠
住
ぬ
読
谷
村
出
身
者
の
親
睦
団
体
で

あ
る
関
西
読
谷
郷
友
会
が
村
内
で
民
泊

体
験
を
行
い
、
最
終
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匠
石
嶺
村
長
の

も
と
を
表
敬
訪
間
し
ま
し
た
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会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
松
田
茂
さ
ん
は
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谷
村
か
ら
関
西
へ
の
受
入
窓
□
と
し

て
同
会
が
今
後
も
発
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維
持
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＜

た
め
に
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読
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村
Ｅ
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こ
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２
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３
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読
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ル
ー
ツ
や
ア
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デ
ン
テ
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触
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ほ
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今
回
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泊
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験
を
企
画

し
ま
し
た
。
今
後
も
、
一雲
０
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れ
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読
谷
中
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校
の
柔
道
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陸
上
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手
が
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
が

決
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、
８
月

朽
日
、

松
田
教
育
長
の
も
と
を
表
敬
訪
間
し

ま
し
た
。

松
田
教
育
長
は

「
皆
さ
ん
の
全
国

大
会
出
場
は
、
村
民
匠
こ

っ
て
も
嬉

し
い
ニ
ュ
ー
ヌ
で
す
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全
国
大
会
は

素
晴
ら
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い
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び
る
場
“
に
な
る
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思
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す
。
日
頃
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練
習
の
成
果
を

存
分
Ｅ
発
揮
し
て
＜
だ
さ
い
」
と
激

励
し
ま
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た
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全
国
大
会
へ
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場
す
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選
手
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左

記
の
こ
あ
り
で
す
。
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村
出
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の
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地
武
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さ
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が
１
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な
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金
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日
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石
嶺
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す
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思
い
と
語
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た
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森岡さんは「これまで頂いた感謝状の

中で、最も心に残る感訓状になりました。

私 l」〔、村外の出身ですが、長年読谷村内

で仕事をしてあり、人生の中で一番読谷

村にはあ世話になりましたので、私を育

てて<れた恩返しと、感謝の気持ちで寄

付をさせていただきました。石嶺村長よ

り、寄付の一部を読谷村の未来ある子ど

も達のために活用していきたいとの思い

を聞き嬉し<思います」と思いを語りま

した。

|||li ll十 1!|111111F「 IⅢI 「ヽ出封twⅢ‖llll
読谷村の教育行政及び社会福祉事業に深い関心を寄せ、多額の資金を寄贈し村民福祉の発展

|こ大き<寄与された功績を称え、森岡齋四郎さん |こ読谷村より感謝状を贈呈しました。

躙

平成30年 ハブ咬症防止運動|こついて
～注意で防ごうハブ咬症 Iハブ対策は環境整備で～

本県|こは、猛毒を持つハブが生息し、年間100件前後の咬症被害が発生してあり、読谷村では昨年 1

年間で、143匹のハブを捕獲しました。 1年のうちでも、 9月から11月 にか|すてこ夫、ハブの数が増加し

ます。加えてこの時期こ夫、農作業で田畑や山野への出入りが多いことがら、咬症イ皮害も多<発生して
あり、住宅敷地内でのハブの目撃 。咬症事故が後を絶ちません。

このような咬症事故を無<すためにも、草刈や、エサとなるネズ婁の駆除等環境整
備を行い、ハブが生息・侵入し|こ <い環境を作っていきましよう !

詳し<こ丈、読谷村役場公式ホームベープを御覧<ださい。

あ間い合わせ :読谷村役場 1階 生活環境課 a982-9214
く(

ヤ
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国民年金保険料の免除 (全額免除・一部免除・法定免除)、 納付猶予、学生納付特例の承認を受け

られた期間がある場合、保険料を金額納めた方と比べ、老齢基礎年金 (65歳がら受|すられる年金)の
受け取り額が少な<なります。
相来受 |す取る老齢基礎年金を増額するため |こ、免除等の承認を受けた期間の保険料 |こついては、10

年以内であれば遡って納める (追納)ことができます。
ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌年度から起算して3年度目以降の追納の場合、当時の保

険料額 |こ一定の加算額が上乗せされます。

追納 lE丈、古い月のものから納付するこことなりますが、及の点 |こご注意<ださい。
◎一部免除を受けた期間は、納付すべき保険料が納付されていな|すれば追納はできません。

◎「法定免除・申請免除期間」が「納付猶予 。学生納付特例期間」より先に経過した月分である場合は、

どちらを優先して納めるか本人が選択できます。

あ間い合わせ :「ねんきん殉B入者ダイキワル」金0570-003-004

コザ年 金事務所    a o98-933-2267
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受」f薦えあれぽ憂いなし 「災害時要援護者登録」について

～あなたの大切な命を守るために～

ひとたび大規模な災害が発生したときに、被害の拡大を防ぐためには、市町

村等の対廠 (公助)だけでは限界があり、早期に実効性のある対策をとること

が難しいため、自台の身は自分の努力によつて守る (自助)とともに、普段か

ら顔を合わせている地域や近隣の人ブマが集まって、互いに協力し合いながら、

防災活動に組織的に取り組むこと (其助)が隊要です。
今回は、災害時の地域における助け合いの取り組みとして、「災害時要援護

者登録」についてご紹介します。
=ヽた

読谷村では、地震や津波などの大受害が発生した時、高齢者や体の不自由な方な

どの避難を地域の人にお手伝いしていただこうという取り組みを進めています。

この活動は、支援が跡要な方をあらかしめ把握 (名簿登録)し、地域の支え合い
により、万が一の受害に備えるものです。

災害時要援護者名簿に登録後は、災害時に具体的に「誰が、どこに、どのように支援

するか」等を整理し個居」支援計画を策定します。災害発生時には、個月J支援計画に基づ

き、避難支援者 (近隣住民や自主防災組織等)を中,いに要援護者の安否確認や避難支援

を行います。

災害時に、地域で助ける支え合いとして、支援が隊要なんは「受害時要援護者台帳」

への登録、近l奔住民のんlE文「避難支援者」へのご協力をよろしくお願いします。

る な害時

・ 65歳以上の一人暮らしの高齢者
・ 要介護度 3以上の要介護認定者
・ 療育手帳Al又はA2所有者
。その他支援をあ要としている7j等

・65歳以上の高齢者のみで構成する世帯の高齢者
・身体障害手帳 1級又は 2級所有者
・精神障害保健福祉手帳 1級又は 2級所有者

「読谷村受害時要援護者名簿」

該当者のレ白・ さんへ「同意警」
外部への情報提供の可否を確認

自治会等で跡要時活用

地
域
支
え
合
い
活
動

個
副
支
援
計
画

役
場
へ
提
出

出  
―

す マ
―
■ .    1日 日  「

楡

→

華

対象者
→

(登録の同意)

手
^武
と

'翼

h

尋

お聞い合わせ 読谷村役場 健康福祉部 福祉課  奮982-9209
*申講のご本E談等:ま、役場 (福祉課)にお電話下さしヽ。
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防災の 口関連 『防災出前講座」
9月 1日の防災の日 |こあわせ、総務課・福祉課の連携事業として、防焚出前講座を行いました。

公民館等で行われた講座口 よ、赤十字奉仕団員も一緒 |こ参加し、地域防災の取組を考える機会と

なりました。参加者からも、「子どもと大人の目線の違いがわかった。これからも、講座を続け

て開催してほしい。」と感想がありました。

災害は、いつ 。どこ |こ起こるかわかりません。日頃からの備えをもって行動することを意識し、

そして、日頃の地域でのつながりで減災の取組も合わせて進めていきましよう。

8月 28日 (火)牧原ゆいま―る
8月 30日 (木)渡具知自治会

(写真 :沖縄気象台)
8月 31日 (金)高志保自治会

第45 □ 読谷村老人グラブ運含会運動会
B寺 :10周 13圏 (土) 98孝関会
所 :読谷本す運動広場場

「各小学校校区 |こ分かれての団体演技」や「輸固し・

ラケットリレー」「ゲートボール通しリレー」「障害物

リレー」「400mリ レー」「小学生リレー」等、見どころ
盛りだ<さん。ダジ<の村民の皆様のご来場をあ待ちして
います。

あ問い合わせ :読谷村老人クラブ連合会事務局
盗 921-5006(老人福祉センターセーラ苑 )

欝
‐―

醸

密
=

平成30年度 介護予防普及啓発事業のあ`知らせ (読谷村委託事業)
FMよか疱港(78.6MHz)で介護予防庭関サ5うプオ放送と行つてい談琴!

ラブオ番組電:「あじいるば誘、元気ね～ lJ
～大切 |こ使おう介護保険 !いちまでいん ち式`9～がんじゆう～

日 時 :9月 7日 (金)か ら11月 30日 (金)毎 週金躍日 年後 4時～ 5時

内 容 :1)介 護予防 |こ関する情報 (福祉課や事業 |こ関わるスタッフが出演 )
2)読谷のあじいあばあの長寿の秘訣をインタビユー

※内容 |こついては、 FMよみたんホームベープ「アーカイブ」で保在子されているため、放送後も
聞<ことができます。

あ間い合わせ :読谷村役場  1階  福祉課 地域包括支援センター a982-9234
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にがら楽しく交流しませんか ?

み開催場所:グルーフ
°
本一ムきらめきトグチ

(読谷村字渡具知37番地2 ケアセンターきらめき2階 )

開催日 :毎月第 3木躍日 15時～16時30分

参加費 :無料

対象者 :認知症の方やその家族、介護 |こ携わる方、地域の方

あ問合わせ :読谷村役場 1階 福祉課 地域包括支援センター a982-9234

寸章
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嘉手納 。読谷地区子ども見雪り隊を結成 !

ちゆ5さん運動で宇座防犯パトロール朦団体功労賞受賞 !

平成30年度 嘉手納町・読谷村安全なまちづ<り推進協議会が、 8月 29日 (水 )|こ嘉手納町役場内で開

催されました。まず、ちゅらさん運動の功労団体表彰式があこなわれ、読谷村からは永年にわたり地域の

防犯パトロール (徒歩・車両)や子どもの見守りを積極的|こ実施し地頭の安全安心に貢献したことが認め
られた「宇座防犯パトロール隊 (山内高雄 宇座自治会長)」 が受賞されました。
また、嘉手納・読谷地区子ども見守り隊 (嘉手納町6自治会・読谷村24自治会の全ての自治会長で構成)

の結成式が行われ、嘉手納町長あよび読谷村長より防把ベヌト・帽子の贈呈式が執り行なわれました。

'イ
■ iユ

=千 君30キ茂 ■■れ■ ■ぶ■ ,

奏各サ長ちす(,線、獲場菰各

麹簿絨鯰窪蓄評筆瓢菌雲基斑墨事議轟緯鰺隷鋒尋裁
村民が村内の施工業者を利用して、既存子住宅のリフォームエ事を行う場合に、その工事費の一部を補ロカ

します。

◆補且

'l対

象 ・村内|こ住所登録があり、村税等や国民健康保険等について滞納がない方。
・村内施工業者の施工|こより既存住宅のバリアフリーエ事や断熱工事、空き家の改修工事や

住宅の耐久性を向上させる改修工事等。

・県産材使用 (屋根瓦など)|こよる模様替え・修繕を行うもの。

・対象工事の工事費が20万円以上(消費税含益)のもの。

※対象工事|こついてlよ、その他諸条件があります。読谷村HPでもご確認いただけます。

◆補日

'l金

額  補助対象工事費(消費税込み)の200/0で上限20万円
◆申請手続き 申請書等を役場 2階施設整備課窓□|こ提出して<ださい。
※申請を申し込益|こあたり規定の要件や必要書類があります、事前に役場 2階施設整備課窓□までご相

談下さい。

※申請l」【、工事契約ノr平 行う前 |こあ申込み下さい。既に者工の工事は交付対象外 となります。

◆申込期間  平成30年 6月 1日 (金)～ 11月 30日 (金 )
※補助対象は平成31年 1月 31日 (本)までに完百報告ができる工事です。

あ問合わせ :読谷村役場 2階 施設整備課 a982-9221
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読谷村民のヌ本一ツを支える !

平成31年度～平成32年度読谷村ヌ本一ツ推進委員募集
※スポーツ推進委員とは

スポーツ基本法第32条 |こ基づき、教育委員会が委嘱する非常勤職員 (任期2年)です。
地域住民のヌポーツ振興を図るため、スポーツの実技指導やその他ヌポーツに関する指導、曇ll言することを目的とし

ます。

読谷村では、15橿 (平成30年4月 1日現在)が教育委員会よリスポーツ推進委員の委l属を受|す、地域、各団l本、行政
と協力してスポーツ振興のため日々活動しています。

募集人数 4名 (男女不間) ※選者あり

対     象

。読谷村内在住で、平成 31年 4月 1日現在滴 20歳以上の者
。心身ともに健康で、積極性及び協調性がある者

・ スポーツ 。レクレーション及び地域渚動に興味 。関!bがある者

勤務形態 非 常 勤

委□属期間 平成 31年 4月 1日～平成 33年 3月 31日

職務内容

・村民の求めに応 じてスポーツの実技の手旨導を行うこと。
・ 村民のスポーツ活動の促進のための組織の育成を図ること。

・学校、ノム`民館等の教育機関、その他行政機関の行うスポーツの行事又は事業に関し協

力すること。

・スポーツ団体その他の団体の行うスポーツに関する行事又は事業に関し、求めに応じ

協力すること。

・村民一般に対し、スポーツについての理解を深めること。
・ その他、村民のスポーツ振興のための指導助言を行うこと。

応募方法 ・ 履歴書 (様式任意)の提出。
・ 隊要事項 としてスポーツ歴、資格等記入 し顔写真貼付 してください。

応募メ切 平成 30年 12月 21日 (金 )

その他
・ 選者結果については、後日、本人宛通矢日します。

・ 委□属後は、読谷村スポーツ推進委員協議会に加入とな ります。

0

ロ

記念フォーラム

日 B寺 :司③月18日 (土 ) 14時～¬78寺
場 所 :読谷村文化センター鳳ホール

企画 1

古典流派の皆さま参加 ! ミニ演奏と 100年エール
企画 2

テノムし球大学 谷□ 真吾 農学部教授
沖縄県立芸術大学 小西 潤子 音楽部教授
沖縄県三線製作事業協同組合 仲嶺 幹 事務局長
η00年フ
°
レゼソコーナー

企画 ?

知筈 定男、大工 哲弘、宮沢 和堂、我女B古 盛健、安慶筈 大芽
三線実演家の100年メッセープと演奏

くるちの杜咽①碑 プ 鬱呂夕卜E耐誂谷
てl

得

「<るちの杜100年プロブェフト in読谷」は、100年先の子どもたちに沖縄県産のくるち (黒木)を残そうとの思い
のもと2008年から始まり、今年で10年目を迎えます。10周年を記念して、特居」イベントを開催します !

くるちの杜 育樹祭
日 B寺 :40月 13日 (土 ) 10B寺～¬18寺
場 所 :座喜味城跡公園内<るちの杜エリア

※参加希望の方は、8寺 F日弓まで|こくるちの杜まであ越しください。

ミ ぺ

:FI= ・

あ間い合わせ :読谷村教育委員会 生涯学習課 a982-9231
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読谷村立躍書館夏休み事業

読書通帳結果発表 !

村立図善館では、夏体み事業として「読書通帳コンテスト」

ました。読んだ本の冊数が多い 嚇 書家賞」、感動した本を多く読んだ

「星のさらめき賞」、読んだ本の合計金額が高い「読書長者賞」を上位

者に贈呈しました。参加者からは「読んだ本の冊数や合計金額を知り、

読書の記録をする楽しさを感じた。」との感想がありました。まだ参加

していない子どもたち、ぜひ、次の機会に参加してくださいね !

笙鼈・

善 漢那 琉香さん工
松田 彩稀美さん  赤嶺 果穂さん

読書ビンゴ達成 !

読書ビンゴに 50名参加者のうち、¶7名
が達成できました。ビンゴを達成するために、

普段読まない分類の本にも挑朝 II参加した
子どもたちは景品をゲットし、大喜びでした。

♂吉 心 さん 山内さつき さん

六人の穐の醐 :議会

日時
場所
文」象

´｀

目 11!与 Ⅲ

'こ

と :

蓬 ,

テーマ 語り継ぐ 歌い継ぐ_旦杢の四季
～詩と重謡でおりなす ひととき～
10月 18日 (本)19時～20時
読谷村立図善館 2階 集会室
一般 (高校生以上)
参加無料、申し込み不要です。
当日、直接、図書館へお越しください。

皆様のご参加、お待ろしております◇

, 図書館に新しく入つた本を紹介した 十新ぎJ本 ジストJを図書館・各公民館・村内スーパー・コンピニ等で配布しております乳 :影

岬 図書館だより 鰯
httpi//wwrl‖b yomitan,p/叫 ebOpac/11vebopac/index do
蔵書検索アドレス

a958-3113

てアρユな声郷
=|'Fデ

拶

■プックスタートおはなし会
*第 司。第3日曜日 集会室にて
【O歳～乳幼児向け】
☆10月 7日、21日 (日 )
40時 3o分～

ロキッズビデオ上映会 集会室にて
【児童向け】 *第 3土曜日
☆10月 20日 (止) 11時～
★「こどもにんざょう劇場④～世界編～」
「三びきのやぎのがらがらどん」
「ハーメルンのふえふき男」
「ブレーメンの音楽隊」

■浴りがみ教窒 集会室にて
*今會2。 :名 4■はF日
☆ 10月 1毬 日、27日 (■ )
10時SO分～
講師 :山内 源徳氏
★折り紙を持つて、ご参加下さい。

■おはなし会 おはなしの著B屋にて
【児童向け】*第 2。 4日 B醒日
☆10月 14日、23日 (日 )14時～

繋

=機

特据ご整理期間のお知らせ
戯善点検のため、体館します。
★期間中は、蔵善に関するお間
い合わせも対応できませんの
で、ご了承ください。又、ビデ
オ・ DVD・ CDはプックポスト
ではなく、関館後、直接カウン
ターにてお返し下さい。
期間 :11月 6日 (火 )

～11月 15日 (本 )

10月は『未返却醤健
月聞』となつており
ます。ご自宅に返却
期|[長が遇ぎた盟書館
資料はお持ちでlまな
しヽてしようか? i
今■度、ご確説お願
いしますも

書 ゆラ し よ 電 通 信
読谷村立学校給食調理場
盗982-8081

―調醒場畿罐、給鯰醒魅藁鰯が緬鰺<感鰯譲鰺庭―フヽ

前谷第二給食調理場でこ衣平成26年度から平成29年度瀬縄防衛局調整交付金事業を活用して、消毒保管

機や洗浄機等を導入し、また古堅給食調理場では平成29年度沖縄防衛局調整交付金事業を活用して、給

食配送車車両を更新しました。

今回苺入した機器によつて効率的運用及び衛生環境の向上を図り、児童生徒に安心・安全な給食を提

供します。また古<なった給食配送車車両を更新することによつて、車車両の故障等で給eの提供に支障を

来たさないよう安定した運営の確保を理ります。

立学後盤食

酔鬱
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ぬざせ1健康ゆんたんざ

1静
迩 イ と評

魁:Ⅲ氏毎こ丞患ミと2鳥 柱β鳥 攀 〉ヽ

とこむt_多尊t'4tた,こ :'どかむ彗∵壌2

■■r11:二liri二
―
ゴ「ィ|_lirit■ 1■ 11tiゲ11ノ Ⅲ

,あおた|の‐歩で〔ホ来れヽ変わる.。

】
／

※1
胃・肺・大腸がんは1年十こ1団
▼t`子宮がんは2年に1回

※2
生涯でがんに曜惑する確率は、男性49%、 女性37%
(出典 :国立がんセンターがん対策1情報センター)

いま、男性の2人に1人、女性の3人に1人が、がんにかかると言われてしヽます。 ※2
つまり、がんは、あなたにとって身近な病気。
こしい矢□識をもち、そしてそれを行動に移すことこそが、本当に大切なことなのです。

がんは早期発見で、完治できる可能性が高まります。

章4違 |(I,て,■1'…ⅢⅢ
'｀

|二唸勝
tRitiエ

,

※3
全国がん (成人病)セ ンター協議会
生存率共同調査 (2046年3月集計)よ り

がん検診は基本、読谷村に住所を有する20歳以上 l市がん・乳がん検診は40歳以上)の

す べて の 住 民 の 方 が 費 用 助 成 を受けることができます。
がん検診受診券がお手元にないんはお気軽にお間合せ下さしヽ。

禦圃檎診 磯 B]8回『

親志住民健診は、日程が変更になりました。
最後の上国健診は、会場が変更となっています。
おF国目違しヽのないようご注意くださしヽ。

▲
，
韓

お間い合わせ

読谷村役場 1階 健康推進課
a982-9211

撃♂.懇。メ0脅がん 98.8。/。大腸がん H30年度の検診 |よお済みですか ?
まだゐ済みでないん l〔矢お早めに。
31年 1月 3¬ 日まで受診できま

OO

ゆ毬帯ゆ。/b子富がん 99苺や°/0乳がん〈支控〕

患3,る。/。電市がん

◆年度
最後の

基本健診・がん検診
(肺・ 雷・ 大腸)
受付 8:30～ 1l iOO

月 日

会場

10月 30日 (火 )

親志公民館
読谷村
総合福祉センター 鞠覇攀%郎

11月 3日 (上 ) 11月 4日 (日 )

婦人がん検診
(子自頚部・乳)

受付13:OO～ 14:SO 健康増進センター 漂霰魅観ぬ憾鰺②碑嚇験縄露
月 日 10月 4日 (木 ) 10月 25日 (木 ) 11月 15日 (木 )

会場
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役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

代
表
ａ
９
８
２
１
９
２
０
０

鴛
料
法
律
相
談
の
あ
知
ら
せ

生
活
環
境
課
　
・ａ
９
８
２
１
９
２
１
４

無
料
法
律
相
談
で
は
、
村
民
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
、
弁
護
主
や
司
法
書
土
か

ら
相
談
内
容

（
一
般
法
律
相
談
、
多
重

債
務
相
談
、
登
記

，
相
続
関
係
相
談
な

ど
）
に
対
し
て
の
対
処
方
法
や
法
的
手

続
き
な
ど
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
の

ア
ド
バ
イ
訳
が
受
け
ら
れ
ま
す
υ
相
談

内
容
に
関
す
る
挫
留
は
固
＜
守
ら
れ
ま
す
。

◆
弁
護
土
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

（毎
月
第
３
水
躍
日
）

相
談
日
時

一個
月
１７
日
（水
）

‐３
時
３０
分
～
１６
時

場
　
　
所
一役
場
３
階

一受
付
方
法

路
鴫
話
予
約
又
は
直
接
役
場

窓
□
で
の
予
約

相

談

枠

一先
着

個
組

◆
司
法
書
主
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

（毎
月
第
１

・
２
水
躍
日
）

相

談

日
【①

個
月

１０
日
（水
）

②

ｌｌ
月
７
日
（水
）

時

　

間

中
１３
時
～

脩
時

場
　
　
所

中役
場
３
階

受
付
方
法

路
鴫
話
予
約
ま
た
は
直
接
役
場

窓
□
で
の
予
約

相

談

枠
一先
者
６
組

行
政
相
談
の
あ
知
ら
せ

生
活
環
境
課

盗
９
８
２
１
９
２
１
４

「
行
政
相
談
制
度
」
は
、
国
の
役
所

の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
等
を
あ

受
け
し
て
、
そ
の
解
決
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
役
立

て
る
も
の
で
す
。
相
談
は
無
料
で
、
総

務
大
臣
Ｅ
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員

が
相
談
を
あ
受
け
し
、
秘
密
は
固
＜
守

ら
れ
ま
す
。

相
談
日
時

一１０
月

１７
日

（水
）

‐４
時
～

１６
時

場
　
　
所

一伊
良
皆
公
民
館

（行
政
相

談
は
各
公
民
館
を
巡
回
し
、
相
談
所
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
）

一受
付
万
法

一相
談
場
所
に
て
当
日
受
付

相

談

員

一行
政
相
談
委
員

（村
出
身
）

人
権
困
り
ご
と
相
談
の
あ
知
ら
せ

生
灌
環
境
課

ａ
９
８
２
，
９
２
１
４

誹
誇

。
中
傷
、
署
誉
毀
損
、
学
校
で

の
い
じ
め
、
仲
間
は
ず
れ
、
虐
待
、
Ｄ
Ｖ
、

差
別
な
ど
人
権
に
関
わ
る
こ
と
か
ら
、

家
庭
内
の
も
め
ご
と
な
ど
あ
困
り
に
な

つ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
で
も
あ
気
軽
に
ご
相
談
に
な
れ

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
法
務
大
臣
に

委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を

あ
受
け
し
、
秘
密
は
固
＜
守
ら
れ
ま
す
。
。

相
談
日
時

一１０
月

１７
日
（水
）

留
時
～

１６
時

相
談
場
所

一伊
良
皆
公
民
館

一受
何
方
法

【役
場
に
て
当
日
受
付

相

談

員

一人
権
擁
護
委
員

（村
出
身
）

消
費
生
活
相
談
の
あ
知
ら
せ

商
工
観
光
課

ａ
９
８
２
１
９
２
１
６

架
空
請
求
、
マ
ル
チ
商
法
、
訪
問
販

売
な
ど
消
費
者
問
題
は
非
常
に
多
岐
Ｅ

わ
た
り
ま
す
の
で
、
少
し
で
も
あ
つ
し

い
な
こ
感
じ
た
場
合
は
、
あ
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

相

談

日

一毎
週
水
躍
日

時

　

間

一１０
時
～

脩
時

（
‐２
時
～

１３
時
除
＜
）

場
　
　
所

一読
谷
村
役
場
１
階
福
祉
課

前
相
談
室
Ｂ

受
付
方
法

一相
談
場
所
に
て
当
日
受
付

＜
ら
し

・
仕
事
な
ん
で
も
相
談
会
の
あ

知
ら
せ

福
祉
課
　
　
ａ
９
８
２
１
９
２
０
９

就
職

・
生
活
支
援
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ

ー
ト
セ
ツ
タ
ー
に
よ
る
相
談
会
の
あ
知

ら
せ
で
す
。
働
き
た
く
て
も
働
け
な
い
、

住
ぬ
と
こ
ろ
が
無
い
な
ど
、
困
り
ご
と

を
ご
相
談
＜
だ
さ
い
。　
一
緒
Ｅ
考
え
、

解
決
へ
の
あ
手
伝
い
を
し
ま
す
。
（毎

月
第
１

・
３
火
躍
日
）

相
談
日

一①

個
月
１６
日

（火
）

②

相
月
６
日

（来
）

時
　
間

一
１０
時
～

１６
時

場
　
所

中役
場
４
階
福
祉
課
前
相
談
室
Ｂ

受
付
方
法

語
屯
話
予
約
叉
は
直
接
役
場

福
祉
課
窓
ロ
ヘ
あ
越
し
く
だ
さ
い
。

第

４６
回
中
頭
評
陸
上
競
技
大
会

中
頭
評
体
育
協
会
事
務
局

（生
涯
学
習

課
内
）
　
　
　
盗
９
８
２
１
９
２
３
４

日
　
時

中１０
月

２‐
日

（日
）

９
時

場
　
所

【読
谷
村
陸
上
競
技
場

多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
を
あ
待
ち
し
て

あ
り
ま
す
。

※
当
日
の
様
子
は
Ｆ
Ｍ
よ
み
た
ん
ホ
ー

ム
ベ
ー
プ
に
て
ネ
ッ
ト
配
信
致
し
ま
す
。

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ツ
プ
体
験
教
室

生
涯
学
習
課

全
９
８
２
１
９
２
３
１

日
　
時

【相
月

１７
日

（土
）

９
時
～

１１
時

３０
分

場
　
所

一読
谷
村
体
育
セ
ツ
タ
ー

一講
　
師

一比
嘉
　
康
雄

（読
谷
村
ヌ
ポ

ー
ツ
推
進
員
）

参
加
申
込

中１１
月
９
日

（金
）
ま
で

１０
月
は
、
平
成

３０
年
度
村
県
民
税
第

３
期
分
の
納
期
で
す
。

税
務
課
　
納
税
係ａ
９
８
２
１
９
２
０
６

個
月
は
、
平
成

３０
年
度
村
県
民
税

第
３
期
分
の
納
期
で
す
。

６
月
に
納
税
通
知
書
と
合
わ
せ
て
あ

届
け
し
た
納
付
書
の
中
つ
ら
第
３
期
分

の
納
付
書
を
ご
確
認
の
上
、
１０
月
割
日

□
座
振
替
を
ご
利
用
の
皆
さ
ま
は
、

替
日
が

個
月

３‐
日

（水
）
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
Ｅ
残
高
の
ご

確
認
を
よ
ろ
し
＜
あ
願
い
し
ま
す
。

平
成

３０
年
度
村
県
民
税
第
３
期

納
期
限
　
平
成

３０
年

個
月

割
日

（水
）

国

・
県
等
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
第

２７
回

躙
あ
き
な
わ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

参
加
者
募
集

あ
き
な
わ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務

局
　
　
　
　
　
ａ
９
３
８
１
０
０
８
８

あ
き
な
わ
マ
ラ
ソ
ン
は
、
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン

・
１０
ｋｍ
□
‐
ド
レ
‐
ヌ
共
に
日
本

陸
連
公
認
の
コ
ー
ス
で
、
世
界
遺
産
や

米
軍
基
地
内
を
走
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

冬
の
ト
レ
十
二
ン
グ
や
、
思
い
出
作
り

に
も
最
適
で
す
。
前
日
と
当
日
Ｅ
は
瀬

縄
県
中
部
の
フ
ワ
ツ
チ
ー

（ご
ち
そ
う
）

が
集
ま
る

「
ち
ゅ
Ｉ
Ｓ
ワ
ワ
ッ
チ
ー
フ

エ
ス
タ
」
の
開
催
も
決
定
し
ま
し
た
Ｉ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ツ
フ
＆
応
援
パ
フ

ォ
ー
マ
ー
も
大
募
集
で
す
―

（あ
き
な
わ
マ
ラ
ソ
ツ
実
行
委
員
会
は
、

今
年
の
７
月
に
ヌ
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
地

功
振
興
に
貢
献
し
た
団
体
と
し
て
、
第
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ありがこうございました
～読谷村育英会への寄付～          金 982‐ 9223
◆一般寄付として

株式会社HeaHy枝 ――――一―喜名458番地3 1万 円

～読谷村文化振興基金への寄付～       盆958‐ 3141
◆一般寄付として

小橋川 清 Sム 様一――――字瀬筈波          10万 円
～地域福祉振興基金への寄付～        な982‐ 9209
◆一般寄付として

株式会社池原建設様―――――伊良皆227番地 1 100万円

◆米寿祝として

上 地 昭 信様 ――――― 字上地
◆否典返しとして

糸 村 昌 憲様(故 :昌芳様)字大木
開 発 ネし 子様(故 :稔様)一 写瀬名波
～日本赤十字社への寄付～          倉982‐ 9209
◆一般寄付として

第21回ユンタンザ歌の会チヤリテイ歌謡ンヨー収益⇔

ユンタンザ歌の会 会長 土地 力様 20万円

～平成30年 7月豪雨災害への義援金～    な 982‐ 9209
株式会社池原建設輸員互凰ユl会「社会支援の会」様       30万 円
～社会福祉協議会への寄付～         奮958-2939
◆一般寄付として

第21回ユンタツザ歌の会チヤリティ歌謡ンヨー収益金

ユンタンザ歌の会 会長 土地 力様
◆香典返しとして

島袋 安子様 (故 :員徳様)――――― 字座喜味

雷
7月 25日 、株式会社池原建設より地域福祉振興基金へ寄付、8月
7日 、株式会社池原建設職員互助会より平成30年 7月豪雨災害義
援金への寄付がありました。ご厚志に感謝します。

1万円

5万円

10万円

６
回
ヌ
ポ
ー
ツ
振
興
賞
、
ヌ
ポ
ー
ィ
ツ
健

康
産
業
団
体
連
合
会

△
ム
長
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
）

大
会
期
日
い平
成

割
年
２
月

７
日

（日
）

開
催
会
場

一瀬
縄
県
総
合
運
動
公
園

種
　
　
目
一
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

（９
時
ヌ
ヲ

ー
ト
）

／

１０
ｋｍ
□
―
ド
レ
ー
ヌ

（９
時

４０
分
ヌ
タ
ー
ト
）

参
加
料
金

一
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
一６
‐
０００
円

（
一

般

・
陸
連
登
録
者
）、　
５
，
０００
円

（高
校
生

・

６５
歳
以
上
）

個
飾
□
―
ド
レ
ー
ヌ

一３
，
７００

円

（
一
般
）
、

２
，
２００
円

全
局
校
生
）

申
込
ん
法

一窓
□

（あ
き
な
わ
マ
ラ
ソ

ン
事
務
局
、
瀬
縄
銀
行
、
コ
ザ
信
用
金

庫
）
／
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ヌ
ト
ア
　
／

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

申
込
期
間

一
９
月
１
日

（土
）
～

１２
月

７
日

（金
）
※
締
め
切
り
後
の
申
込
延

長
は
致
し
ま
せ
ん
。

年
末
調
整
等
説
明
会
の
ご
案
内
に
つ
い

て瀬
縄
税
務
署
　
ａ
９
３
８
１
０
０
３
１

年
末
調
整
及
び
法
定
調
書
等
の
作
成

の
し
か
た
に
つ
い
て
、
「
沖
縄
コ
ン
ベ

ソ
ン
ョ
ン
セ
ツ
タ
ー
劇
場
棟

（宜
野
澄

一巾
真
志
喜
４

１
３

１
１
と

に
あ
い
て
、

左
記
の
日
程
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

開
催
日

い１１
月

２‐
日

（水
）

州
象
市
町
村

い①
沖
縄
市
、
地
谷
町
、

読
谷
村
、
中
効
村

時
　
間

一
個
時
～

杷
時

３０
分

対
象
市
町
村

一②
宜
野
澄
市
、
う
る
茨
市
、

嘉
手
納
町
、
北
中
城
村

時
　
間

一１３
時

３０
分
～

１６
時

※
手
話
通
訳
者
に
よ
る
説
明
希
望
者
は

相
月

２２
日

（本
）
１３
時

３０
分
～

１６
時

に
同
会
場
で
行
い
ま
す
。

※
説
明
会
会
場
へ
の
あ
問
い
合
わ
せ
は
、

ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

会
場
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
あ
願
い
し
茨
す
。

※
国
税
に
つ
い
て
の

一
般
的
な
ご
質
問

は

「
電
話
相
談
セ
ツ
タ
ー
」
で
あ
答
え

し
ま
す
。
音
声
案
内
に
従
い
番
号

「
１
」

を
ご
選
択
下
さ
い
。
税
務
署
に
ご
用
の

場
合
は
、
音
声
案
内
に
従
い
番
号

「
２
」

を
お
◆
選
択
下
さ
い
。
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55万円

5万円

ニライ消防本部

救急出場晟ぴ火災。救動斃鐘伴数

▼救急出場件数 (平成30年 8月中)

▼8月 火災発生件数   1件
▼8月 一般救助発生件数 2件
▼8月 風水害発生件数  0件

嘉手納警票暑

管内にねIヴ
Jる
掘u激犯認欠Π件敷

▼ (平成30年 8月末現在)

項 目
平成30年 平成29年 増 減

(8月末) (8月末) (件数)

凶悪犯(殺人、強盗等) 0 4
-1

粗暴犯(暴行、傷害等) 41 14 0

窃盗犯 84 109 -25

18 20 -2

4 10 -9

19 13 6

66 -20

知能犯r詐欺、横領等Ⅲ 43 6 7

風俗犯イ強制わいせつ等Ⅲ 0 0 0

その他鰐物損婢、住居侵入等〕 21 2

全刑法犯(累計) 134 448 -17

～「子どもの安全」は地域全体 (地けの目で)～

○深夜はいかいしている子どもへの声力Hナ

O地渤で見力Hナない不審者へ声力Hナ (あいさつ)

○六人の関心が「子ども見守り活動」につながります

O―しながらの見守り活動 ll,l:買い物♭ながら、庭の手入れをしながら)
子どもの安全を守るために、みなさんの見守り活動のご協力をお願いし

ます。

不審な人を見力Wナた場合は、嘉評榊踏察署 (a9酷 ol10)ま で通報下さい。

人気スポーツから珍しいスポーツまで

色々体験できるイベントです♪
あれもこれも

ゆ
ちゅらさん運動

推進中 !

絲
′
‘
↓

■IYS O
礫◆ψ 還X琴 雲ず

)

FMよみたんで、嘉手納警察署の
広報番組を放送中 !

毎週水曜日 14時 ～
「安心安全ゆいラジオ pan 2J
パーソナリティ :嘉手納警察署職員

∂

懇D勇をと梯蒸亀
誘6村からのあ矢□らせ
毎週 月～金躍日
9:55‐′10i00
18:55^フ 19:00

′r

種別
読谷村嘉手納町北谷町

火  災 0 0 0

自然災害 0 0 0

水  難 0 0 1

交  通 9 4 17

労  災 1 1 0

運動競技 0 0 0

一般負傷 23 11 20

加  害 3 1 2

自損行為 4 0 2

急  病 118 93

転  院 5 4 2

その他 0 0 0

不柵送 11 24

月  計 117 75 458

平成30年累計 1339 543 1169

卿  |

蜘 2018年 11月 11日 010t00～ 16:00

霞諺∋奥武山公国内・武道館アリiナ棟および各会場
主催 :JOVSPOス ポーツフェスティバル実命委員会 TtL`0つ 0‐ 86'‐ 26iO 共鯉、沖穏翼



軸
考
Ｙ
静
お

ジュエアフェステイ,1,レ
in読谷まつり

受け騨ごう

講谷の心
H lSi00から

人 口 :41,427(-5)
男 :20,498(-6)
女 :20,929(キ 1)
※9月号より人口に外国人登録者数も
含めています。

出生 〔53〕  転入 〔128〕
死亡 〔23〕  転出 〔163〕
世帯 :16,285 (+10)
外国人登録者数

人口 :633 世帯 :465
( )内 は前月比

飛 鳳

読容対は

飛び立たんとする 風

風わたるとと川1

花尭で飾ろ珊丁!月の海

とヽらのヤ共部は

入集い堂療生む黄餐索

攻禍未り麹え

未永く千オロと夫化奮む

読谷村公式ホームページ
http:〃 www vill yomitan okinawajp/

フ ン シ

ゆたさある 嵐ホ
マサ   テムグクル

優る礎
サ チ  フク ハ  ナ  トゥ

改き誇る史1とど
ウ ム ア ワ

想い今ち

読容子

倉
残炭ギ

費

花

テ,I窮 森

夕し謝 ,11
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